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NFC で想定されるサービスへの関心度は 80.3％と期待は高い 

『NFC ビジネス最新動向調査報告書 2013』 
市場動向と企業の取り組み、NFC Forum の戦略、ユーザー調査まで網羅して 

10 月 26 日発行 
 

インプレスグループで法人向け情報コミュニケーション技術関連メディア事業を手がける株式会社イ

ンプレス R&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）のシンクタンク部門であるインタ

ーネットメディア総合研究所は、NFC ビジネスの最新動向を多角的に分析した『NFC ビジネス調査報告

書 2013』の販売を 10 月 26 日（金）より開始します。 

 

国際標準規格として、非接触 IC の次世代スタンダードとなりつつある近距離無線通信「NFC」

（Near Field Communication）。2010 年に標準規格が固まったことから、世界の各スマートフォン

OS デベロッパーやグローバルメーカーが対応を開始し、NFC 対応サービスの実証実験や商用サー

ビスの開始が相次いでいます。決済ビジネスだけでなく、クーポン利用やスマートポスターといっ

た広告／O2O マーケティング、交通システム、家電連携など NFC の応用範囲は幅広く、日本向け

にも、2012 年冬モデルから NFC 対応スマートフォンの本格導入がスタートし、実証実験などの取

り組みも増えつつあります。 

NFC は、ビジネスを飛躍させる 1 つの鍵として、決済や広告、小売りや交通をはじめとする多種

多様なサービスプロバイダーや家電・モバイルメーカーにとっての期待が高まっています。 

 

そこで本書では、NFC と同様に「かざす」ことで利用する FeliCa の利用状況や NFC で想定さ

れるサービスに対する利用意向などを調査したほか、NFC の概要と特徴、ビジネスの種類や企業の

取り組みなどを解説しています。また、NFC を推進する業界団体「NFC Forum」の田川晃一チェ

アマンへの特別インタビューも掲載しています。NFC の最新動向を把握したい企業にとって必読の

一冊です。 

 

具体的な内容は、次のとおりです。 

第 1 章では、NFC の概要と特徴、ビジネスの種類や市場規模、NFC ビジネスとスマートフォン

の関連などについて概要と最新動向を解説しています。 



第 2 章では、NFC を推進する業界団体「NFC Forum」の田川晃一チェアマンへの特別インタビ

ューを通じて、NFC の普及動向や、NFC Forum の今後の戦略などを紹介しています。 

第 3 章では、応用範囲の広い NFC の活用状況として、すでに NFC を利用したサービス・製品、

ソリューションなどの提供・実証実験を開始している日本国内の企業の取り組み動向をヒアリング

し、まとめています。 

第 4 章では、非接触 IC 活用のメイン分野として期待されている「決済」分野について、国内外の

業界団体や企業の動きについて解説しています。国内キャリアの戦略についても紹介しています。 

第 5 章では、NFC と同様に「かざす」ことで利用する FeliCa の利用状況を調べるとともに、NFC

で想定されるサービスに対する利用意向などを調査し、単純集計や性年代別、利用タイプ別（非接

触 IC カード／おサイフケータイ／併用）のクロス集計表を掲載しています。また、CD-ROM には、

プレゼンや発表資料に利用可能な集計データを Excel で掲載しています。 

 

インプレス R&D インターネットメディア総合研究所では、今後も継続して、IT およびインター

ネットの最新動向を調査し、報告していく予定です。 

 

＜＜『NFC ビジネス最新動向調査報告書 2013』の注目の調査結果＞＞ 

■おサイフケータイの利用者は 37.5％ 

非接触 IC カード及びおサイフケータイの利用状況を見ると、非接触 IC カードのみの利用者（おサイ

フケータイは非利用）が最も多く、全体の 39.4％を占めています。次いで、非接触 IC カードとおサイフ

ケータイの併用者の 33.4％、非接触 IC カードもおサイフケータイも利用していない非利用者が 23.2％、

おサイフケータイのみの利用者が 4.1％となっています。おサイフケータイの利用者は 33.4％と 4.1％を

合わせた 37.5％となっています。 

また、カードや携帯電話等をかざすことで利用できるサービスの利用者は 76.8％となり、4 人のうち 3

人がいずれかのサービスを利用していることになります。 
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資料1 性年代別非接触 IC カードとおサイフケータイの利用状況 

 



■おサイフケータイを利用するための条件は経済的なメリット 

おサイフケータイ非利用者の、電子マネーとしておサイフケータイを利用するための条件では、「通

常より多くのポイントをもらえる」が 33.1％、「通常より値引きされる」が 33.1％、「会費がかからない」が

32.8％で並んで高く、経済的な恩恵や目に見える特典が重要な条件となります。一方で、「利用するよ

うなるとは思わない」も 34.4％存在しています。また、「利用していない理由」として「機能が非搭載であ

ること」をあげたユーザーは 31.1％であったが、利用するための条件として「自分が利用する携帯電話

やスマートフォンに機能が搭載される」は 12.8％に留まっており、機能が搭載されることが必要十分条

件ではないこともうかがえます。 
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資料2 電子マネーとしておサイフケータイを利用するための条件（複数回答） 

 

■NFC で想定されるサービスの利用意向は、事前登録不要で 80.3％、必要で 78.0％ 

NFC で想定されるさまざまなサービス（事前登録が不要なもの）について利用意向を聞いてみると、

想定されるサービスのいずれかについて一つでも「利用してみたい」と回答した比率は 47.4％、「利用

してみたい」とは回答していないが一つでも「まあ利用してみたい」と回答した比率は 32.9％となってい

ます。両者を合わせると 80.3％のユーザーが NFC への関心を示しています。 

同様に、事前登録が必要な NFC で想定されるサービスについての利用意向では、1 つ以上のシー

ンで「利用してみたい」と回答したユーザーは 43.7％、「1 つ以上のシーンで「まあ利用してみたい」と

回答したユーザーは 34.3％であり、両者を合わせた比率は 78.0％とやはり高くなっています。 
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体重計や血圧計、歩数計にかざすと、測定結果をアプリで管
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資料3 NFC で想定されるサービスの利用意向（事前登録が不要なもの） 
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【内容に関するお問い合わせ先、報道関係者からのお問い合わせ先】 
株式会社インプレス R&D インターネットメディア総合研究所 編集担当：池辺 
〒102-0075 東京都千代田区三番町 20 番地 
TEL：03-5275-1087 FAX：03-5275-9018 
電子メール: im-info@impress.co.jp、URL: http://www.impressRD.jp/ 


